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ハイブリッド手術室のご紹介

手術例・実績のご紹介

ハイブリッド手術室とは

ハイブリッド手術室とは、簡単に言えば「CT画像・X線撮影装置と手術台
を組み合わせた手術室」のことです。従来、手術に必要な画像は事前に撮
像し、その画像を参考にしながら手術を行っていましたが、ハイブリッド手
術室では手術中に３D-CT画像をリアルタイムに撮影し、その画像を見な
がら手術を進めることができます。また、術中透視も一般に手術室で用い
られている移動用の透視装置に比べて格段に解像度が高く、高画質の透

Dyna CTとナビを連動させた脊椎固定術 位置情報取得の「全自動化」にともなう手術の高精度化、時間短縮、被曝
低減が特徴です。実際の症例をご紹介します。
【症例1】70歳台男性。主訴：歩行障害。C2/3～C5/6脊柱管狭窄、C4/5
は前屈すると後弯が大きく頚髄圧迫が著しい。後方固定（C4/5）+椎弓形
成（C3～C6）を施行した。椎骨動脈が左側優位のため、右側PS (椎弓根
スクリュー)、左側icLMS（外側塊スクリューの一種）を設置した。術中CT
（図1）。
【症例2】70歳台男性。転落外傷。環椎破裂骨折、軸椎歯突起骨折。麻痺な
し。後頭骨頚椎後方固定（O-C2）を施行した。後頭骨スクリューを8本、う
ち3本は内後頭隆起正中に設置した。C2はPSを使用した。術中CT（図２）。

臨床研究センター専属の各部をご紹介します！
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臨床研究センターでは現在３つの部に専任スタッフを配置し、独自の研究を進めています。

糖尿病・肥満症等の生活習慣病と老年症候
群・内分泌疾患（認知症、サルコペニア、フレイ
ル、骨粗鬆症、動脈硬化症等）の病態･進展機
構についてAMED研究等を推進し、地域診療
に役立つ効果的な早期診断･予防法･治療戦
略の確立を目指しています。

心血管疾患（脳卒中、心筋梗塞、心不全）及び
癌の予防法・新たな治療法を確立することは社
会的急務です。喫煙、肥満、糖尿病、高血圧から
心血管疾患・癌の発症に至る分子機構を解明
し、その予防法、治療法の確立に向けた臨床研
究を行っています。煙のない健康な社会に向け
て、禁煙は愛！

研究室のモットーは「楽しくてためになる」。糖
尿病やメタボを予防する生活習慣介入プログ
ラム、欧州から導入した五感を用いた食育プロ
グラム（サペレメソッド）、糖尿病の個別化医療
システム（低炭水化物・低脂肪食、どちらが向い
ている等）の開発や糖尿病教育研修等を実施し
ています。

内分泌代謝高血圧研究部
部長  浅原哲子

展開医療研究部
部長  長谷川浩二

臨床研究企画運営部 予防医学研究室
室長  坂根直樹

手術担当 整形外科　宮田 誠彦、坪内 直也

手術管理担当診療部長
七野 力

図１（C4水平断） 図２（左傍矢状断）

図１（矢印） 図２（ナビゲーション画面）

図３（顕微鏡画面） 図４（摘出部を丸で示す）

脳腫瘍摘出術
撮像機器ARTIS pheno、術中ナビゲーション装置Curve 2と手術顕微
鏡KINEVOを連動させることによって、脳腫瘍の摘出を安全に行うことが
可能となりました。症例は左前頭葉の脳腫瘍で、術前頭部MRIで造影され
ている部分（図１）の摘出を行いました。ナビ装置にMRI画像を読み込ま
せ、撮像機器で撮像することで、患者さんの脳とMRI画像の位置関係がレ
ジストレーションされます（図２）。さらに手術顕微鏡と連動させることで、
顕微鏡の視野に腫瘍の位置が図示され、また実際にどの部位を見ている
かを確認することができます（図３）。腫瘍を正確に摘出することができ、
術中DynaCTで摘出を確認してから手術を終了しました（図４）。

手術担当 脳神経外科　牧野 恭秀、土井 健人

視像が得られます。手術台、撮像装置、さらにはナビゲーションシステムが
有機的に連動することで、手術部位の3次元構造を極めて精緻に把握で
きます。これによって、手術の安全性や正確性が向上、直視のみでは到達
困難な部位へのアプローチが可能になります。また心臓血管領域では、カ
テーテルだけでは治療できない病変に対しても、全身麻酔下に侵襲的手
技を加えることにより治療が可能になります。当センターでは主に脳腫瘍
摘出術（脳神経外科）、脊椎手術（整形外科）、胸腹部大動脈ステントグラ
フト内挿術（循環器内科/心臓外科）を行っています。また今後は経カテー
テル大動脈弁置換術（TAVI）も開始予定です。ご期待ください。

患者支援センター部門紹介INFORMATION 02

当日の受診依頼、京都医療センターへの
転院依頼など

救急診療受付
24時間365日対応

提携医療機関にお知らせしています

ご興味のある方は当センターのホームページをぜひご覧ください。

患者支援センターは総勢27名で下記業務を行っています。今後もより緊密な医療連携を築いていける
よう職員一同精進してまいりますので、引き続きご支援の程よろしくお願い申しあげます。

ホットライン
24時間365日対応（各診療科の担当医師へ繋がります）

提携医療機関にお知らせしています（脳卒中）

提携医療機関にお知らせしています（産科婦人科）
075-606-2071（循環器内科）

外来予約、診療情報提供など

診療受付
平日 / 8時30分～20時
土曜 / 9時～13時

0120-06-4649 0120-30-8349
075-643-4361（訪看指示書・居宅介護連絡票など）

退院・転院など入院患者さんに関する調整

退院支援
平日 / 8時30分～17時15分

075-606-2096
075-606-2091（入院時情報提供書など）

入院前までの患者情報の聴取、社会資源の
確認、入院生活のオリエンテーションなど

入院支援
平日 / 8時30分～17時15分

075-641-9161（代表）
がん、療養、福祉制度（介護保険、障害制度、難病棟）、医療費、生活費な
どに関する相談

がん相談支援センター
患者相談窓口
平日 / 8時30分～17時15分

075-641-9161（代表）

※患者さん、ご家族の方は、当院代表075-641-9161にお掛けください。
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